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ロシア・東欧学会 2005年度大会プログラム 
於：西南学院大学（福岡市） 

 

10月 15日（土曜日） 

 
■開会宣言 10:30-10:35（2号館 407教室） 
 
■共通論題Ⅰ（セッション1） 10:35-11:45（2号館 II-407教室） 
「スラヴ・ユーラシアの新しいアイデンティティー」第 1部「ロシア」 
座長 藤本和貴夫（大阪経済法科大学） 
報告者 下斗米伸夫（法政大学） 
討論者 横手 慎二（慶應義塾大学） 
 
■共通論題Ⅱ（セッション2） 11:45-12:55（2号館 II-407教室） 
「スラヴ・ユーラシアの新しいアイデンティティー」第 2部「CIS」 
座長 松井 弘明（大東文化大学） 
報告 湯浅 剛 （防衛研究所） 
討論者 中野 潤三（鈴鹿国際大学） 
 
■昼休み 12:55-14:25 
■理事会 12:55-14:25（2号館 7階中会議室） 
 
■共通論題Ⅲ（セッション3） 14:25-15:35（2号館 II-407教室） 
「スラヴ・ユーラシアの新しいアイデンティティー」第 3部「文学」 
座長 桑野 隆 （早稲田大学） 
報告者 安岡治子 （東京大学）） 
討論者 中村 裕 （秋田大学） 
 
■共通論題Ⅳ（セッション4） 15:35-16:45（2号館 II-407教室） 
「スラヴ・ユーラシアの新しいアイデンティティー」第 4部「中・東欧」 
座長 柴 宣弘 （東京大学) 
報告 阿部 望 （明治学院大学) 
討論者 矢田部順二（広島修道大学） 
 
■総会 16:45-17:45 
■懇親会 18:00-20:00 
 

10月 16日（日曜日） 

 
■自由論題Ⅰ（セッション5） 09:00-13:00（2号館 II-403教室） 
座長 宇多文雄（上智大学） 
◆報告 5-1 09:00-09:40 
報告者 大木昭男（桜美林大学） 
「ラスプーチン文学に現れた母子像」 
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討論者 廣岡正久（京都産業大学） 
 
◆報告 5-2 09:40-10:20  
報告者 宮川真一（創価大学非常勤講師） 
「現代ロシアの公教育における宗教教育－『正教文化の基礎』コース導入をめぐって－」 
討論者 廣岡正久（京都産業大学） 
◆報告 5-3 10:20-11:00 
報告者 加藤美保子（北海道大学大学院生） 
「ソ連／ロシアの安全保障観とアジア太平洋－ロシアを含む地域安全保障へ－」 
討論者 三井光夫（世界政経調査会） 
◆報告 5-4 11:00-11:40 
報告者 大串敦（グラスゴー大学大学院生） 
「ソ連共産党の改革はなぜ失敗したのか－第 28回共産党大会を中心として－」 
討論者 上野俊彦（上智大学） 
◆報告 5-5 11:40-12:20 
報告者 津田憂子（早稲田大学大学院生） 
「大統領制と議院内閣制の選択－1990～1996年のロシア－」 
討論者 上野俊彦（上智大学） 
◆報告 5-6 12:20-13:00 
報告者 溝口修平（東京大学大学院生） 
「ソ連崩壊後のロシアにおける憲法体制の失敗」 
討論者 上野俊彦（上智大学） 
 
■自由論題Ⅱ（セッション6） 09:00-13:00（2号館 II-404教室） 
座長 小森田秋夫（東京大学） 
◆報告 6-1 09:00-09:40 
報告者 ヘンリク・ドゥーダ（東京外国語大学） 
「How many Slavic languages do we have in Poland?」 
討論者 沼野充義（東京大学） 
◆報告 6-2 09:40-10:20 
報告者 河野健一（県立長崎シーボルト大学） 
「EU拡大の理念と現実－最前線での検証－」 
討論者 羽場久ｼ尾子（法政大学） 
◆報告 6-3 10:20-11:00 
報告者 中村健史（慶應義塾大学院生） 
「コソボ紛争後における欧州の地域機構間協調」 
討論者 羽場久ｼ尾子（法政大学） 
◆報告 6-4 11:00-11:40 
報告者 磯村尚弘（名古屋大学大学院生） 
「第二次世界大戦後クロアチアにおける政府とローマ・カトリック教会の関係の変遷」 
討論者 家本博一（名古屋学院大学） 
◆報告 6-5 11:40-12:20 
報告者 市川顕（慶應義塾大学大学院生） 
「体制移行期ポーランドの環境改善における環境基金の役割に関する考察」 
討論者 家本博一（名古屋学院大学） 
◆報告 6-6 12:20-13:00 
報告者 加藤久子（一橋大学大学院生） 
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「戦後ポーランドにおけるコンビナート建設と都市形成－カトリック教会と労働者－」 
討論者 家本博一（名古屋学院大学） 
 
■自由論題Ⅲ（セッション7） 09:00-12:20（2号館 II-302教室） 
座長 宮本勝浩（大阪府立大学） 
◆報告 7-1 9:00-9:40 
報告者 富山栄子（新潟大学非常勤講師） 
「日本的経営管理のロシアへの移転」 
討論者 上垣彰（西南学院大学） 
◆報告 7-2 09:40-10:20 
報告者 田畑朋子（北海道大学） 
「ロシアの地域別人口変動の要因分析（1989～2002年）」 
討論者 上垣彰（西南学院大学） 
◆報告 7-3 10:20-11:00 
報告者 中西健（日本大学大学院生） 
「キルギス特別大統領選後のキルギス事情－統治機構改革を中心に－」 
討論者 清水学（一橋大学） 
◆報告 7-4 11:00-11:40 
報告者 光吉淑江（明治大学非常勤講師） 
「歴史から見たウクライナ女性の神話と現実」 
討論者 五十嵐徳子（天理大学） 
◆報告 7-5 11:40-12:20 
報告者 吉田裕季（立正大学大学院） 
「ウクライナ侵攻（1918～1919年）とルーマニア・ハンガリー関係」 
討論者 羽場久ｼ尾子（法政大学） 
 
■昼休み 13:00-14:00 
 
■特別パネルディスカッション 14:00-17:00（2号館 II-407教室） 
◆代表理事挨拶 14:00-14:05 
座長 伊東 孝之（早稲田大学） 
◆「新時代におけるロシアのアイデンティティーと日ロ関係」 14:05-14:40 
講演（20分） 駐日ロシア大使 
要約（5分） 
討論（10分） 松里 公孝（北海道大学） 
◆「新時代におけるカザフスタンのアイデンティティーと日本・カザフスタン関係」 14:45-15:20 
講演（20分） 駐日カザフスタン大使 
要約（5分） 
討論（10分） 宇山 智彦（北海道大学） 
◆「新時代におけるハンガリーのアイデンティティーと日本・ハンガリー関係」 15:25-16:00 
講演（20分） 駐日ハンガリー大使 
要約（5分） 
討論（10分） 羽場久ｼ尾子（法政大学） 
◆ パネルディスカッション 16:00-17:00 
 
 
西南学院大学（西新校地）は、地下鉄空港線「西新（にしじん）」駅で下車し、1番出口を出て、
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北に歩くと 5 分で着きます。「西新」駅は、地下鉄「福岡空港」駅から空港線「姪浜（めいの
はま）」・「前原（まえばる）」・「西唐津」等方面行きに乗車して 19分です。JR博多駅と接続す
る地下鉄「博多」駅は、「福岡空港」・「西新」間の途中駅です。「博多」から「西新」までは 13
分です。 
 
http://www.seinan-gu.ac.jp/access/access.html をご覧下さい。 
 
 
また、学会は 15、16両日とも、すべて 2号館で開催いたします。学会報告、特別パネルディ
スカッションは４階（II-403、404、407）および 3階（II-302）の教室で、理事会は 7階の会議
室（中会議室）で行います。ご休憩は 7階のラウンジをご利用下さい。また、学会事務局は 5
階（II-508）に置きます。建物内はすべて禁煙です。 
15日（土曜）の昼食は、西側キャンパスの西南会館 1階の生協食堂か、東側キャンパスのクロ
スプラザ 1階食堂が利用できます。 
16日（日曜）は、学内の食堂は双方とも閉まっております。大学周辺の食堂をご利用下さい（当
日、地図を用意します）。 
15日夕の懇親会は、東側キャンパスのクロスプラザ 2階のレセプション会場で行います。 
 
http://www.seinan-gu.ac.jp/sisetsu/index.html をご覧下さい。 


